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●最優秀賞

か？」の質問では、「とても好き」「好き」を合
わせて約30％。反対に「嫌い」「あまり好きで
はない」の合計は約60％。「どちらでもない」
は約10％であった。また、「実験や観察は好き
ですか？」の質問でもほぼ同じ結果が見られた。
　今までに経験をしたことのない結果であった。
今までの勤務校では、理科を好きな教科にあげ
る子どもたちは多数おり、特に男子に多く、そ
のほとんどは「実験や観察が楽しいから」とい
う理由であった。しかし、本校の子どもたちの
場合は違った。楽しいはずの実験や観察が嫌い
だという子どもたちが多い。
　理由としては、「準備が大変だから」「何をし
ていいのかよくわからないから」「実験が難し
いから」「実験が上手にできないから」という
意見が多かった。目的がはっきりしないまま実
験や観察を行っていた状況がよくわかった。
　この意識調査の結果を踏まえ、理科の好きな
子どもたちを育てるには、自然現象や科学に対
する好奇心を高めることが重要であると考えた。
好奇心が高まれば、「もっと知りたい」「もっと
調べたい」という意欲がわき、目的をもって実
験や観察に自分から進んで取り組めるようにな
ると考えた。そこで、子どもたちが好奇心をもっ
て取り組める事象提示の仕方と理科的環境づく
りについて研究に取り組んだ。

Ⅱ　主題設定の理由

　理科が好きな子どもたちを育てるには、本物
を見たりさわったりしながら、観察実験に取り
組める機会を授業の中で多く取り入れることが
必要であると考える。そこで、本研究では、「理
科好きを育てる授業づくりと環境づくり」を研
究テーマとし、研究実践を行った。

Ⅲ　実践構想

　本校理科教育の実践を、次ページの図のよう
に構想した。
　理科の好きな子どもたちを育てるには、やは
り毎日の理科授業が中心となる。子どもの好奇

心を高め、実験・観察に自分から取り組める授
業を行い、楽しみながら力を付けていきたいと
考えている。
　授業を進める上でとても大切にしていること
は、できる限り実物（本物）に触れるというこ
とである。教科書の写真やインターネットの映
像だけでは実感を味わうことはできない。本物
にまさるものはないと思う。また、観察や実験
に入る前には必ず自分なりの予想を立てること。
今までの既習事項や生活経験からこうなるので
はないかと根拠をもって説明させる。その後に
観察や実験に取り組むと予想とは違う結果に驚
いたり、新しい発見に感動したりするのではな
いだろうか。これこそが、理科の楽しさである
と捉えている。
　子どもたちに理科の楽しさを味わわせること
は、物事を探求する力を高めるとともに科学的
なものの見方や考え方を身に付けることができ
ることにつながると考えている。

Ⅳ　研究内容

１　学習過程の工夫
⑴　つかむ活動の工夫…子どもたちが好奇
心をもって取り組める事象提示の工夫
⑵　見通す活動、調べる活動の工夫…驚 
き・発見・感動のある実験・観察の工夫

２　理科サポートシステム
３　科学を楽しむクラブ活動
４　自由研究への取り組み
５　理科好きな子どもを育てる環境

Ⅴ　研究実践

１　学習過程の工夫
６年「物の燃え方と空気」
⑴　つかむ活動の工夫
　子どもたちの好奇心・探究心を高めるために
は、事象提示の仕方が大切である。子どもが疑
問に感じ自分の力で解決できると思わせるレベ
ルの事象や課題を提示するほうが、意欲が持続
すると考えた。
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　本校の学習過程の中の「つかむ活動」の工夫
について述べる。
　本単元の導入として、燃えているろうそくに、

底のない集気びんをかぶせて、ふたをするとど
うなるかという現象を見せた。ほとんどの子ど
もたちが、火が消えると予想し、そのとおりに
なった。
　「では、なぜ、ろうそくの火は消えたのだろう」
と子どもたちに問いかけた。ここから先の子ど
もたちとのやりとりを示す。

Ｃ：びんの中の空気がなくなったから。
Ｔ：なぜ空気がなくなったのかな？
Ｃ：空気が入るところがないから。
Ｔ：空気が入るところがあれば、火は燃え

続けるの？
Ｃ：たぶん…・。
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　子どもたちは、事象提示により、「火が燃え
続けるための方法」を追求することに自然と思
考が流れているのがわかる。
　教師側から学習課題を与えなくても自分たち
で学習課題を立て、予想をし、実験方法を考え
る活動に自然に入っていくことができた。

⑵　見通す活動、調べる活動の工夫
　子どもたちが意欲的に観察・実験を行うため
には、観察・実験を行う目的や問題意識が必要
である。また、問題に対する予想や仮説、見通
しも必要になる。
　本校の学習過程の中の「見通す活動、調べる
活動」の工夫について述べる。
　子どもたちは、事象提示から予想したことを
確かめるために次のような学習課題を立てた。
●学習課題

　この学習課題のもと、予想を立て、実験方法
を考えることを進めていった。
　どうしたら、ろうそくの火を燃え続けさせら
れるのか、数名の子どもたちがノートに図をか
いて考え始めた。図をかいて考えることが必要
になったからである。教師の指示によってかい
た図ではなく、グループの友達と考えを共有す
るために自分からかいた図である。こうするこ
とで、図をかいて考えることに意味が生まれ、
この方法を使って今後も思考する意欲につな
がった。グループ学習を仕組むことで、子ども
たちの思考がまた一つ深まった。
（予想１）ふたをはずす。

上から空気が入るようにすれば、火
は燃え続ける。

（予想２）粘土に切り込みを入れる。
下から空気が入るようにすれば、火
は燃え続ける。

（予想３）ふたをあけて粘土に切り込みを入れる。
上下から空気が出入りして、火は燃
え続ける。

５年「魚のたんじょう」
⑴　つかむ活動の工夫
　メダカの卵をグループに１個ずつ配り解剖顕
微鏡で観察する。ノートにスケッチし、気付い
たことを書かせる。すると、他のグループの卵
のスケッチを見た子どもが驚きの声を上げた。
　「あれー。自分たちのグループと違う卵だあ」
　ここから先の子どもたちとのやりとりを示す。

びんの中でろうそくの火を燃え続けさせる
ためにはどうしたらよいのだろうか。

Ｔ：どうしてグループによって形が違うの
かな？

Ｃ：違う卵だから。
Ｔ：でも、同じメダカの卵だよ。

子どものノートを書画カメラで映し共有する

グループで予想したことを実験で試す
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　各グループに画用紙を１枚ずつ配り、自分た
ちのグループの卵のスケッチをしてもらう。そ
れを黒板に貼り、成長の順番をグループで話し
合わせた。
　子どもたちには、何も言わずに意図的に生ま
れた日の違う卵をグループに配り、観察させる
ことによって、成長の順番を考えるきっかけを
作ることができた。

⑵　見通す活動、調べる活動の工夫
　子どもたちは、次のような学習課題を立てた。

●学習課題

　全グループのスケッチを黒板に貼り、全員で
話し合って、何回も並べかえた。その後、教科
書の写真を見て何日目の卵の中の様子なのか確
認した。最後は、他のグループの卵を交替で見
て回った。観察中に偶然一つのグループの卵か
らメダカの子どもが、殻をやぶって出てきた。
　「わあー。生まれた」、子どもたちの歓声が上
がった。

４年「電気のはたらき」
⑴　つかむ活動の工夫
　前時で光電池につないだモーターカーを屋外
で走らせる活動を充分に楽しんだ子どもたちに
問いかけた。「日陰で光電池は役に立った？」
　ここから先の子どもたちとのやりとりを示す。

Ｃ：あっ、そうか。生まれた日が違う卵な
んだ。

Ｔ：生まれた日が違うと形が変わるの？
Ｃ：だんだん成長するから、メダカに近づ

いていくと思う。
Ｔ：じゃあ、成長の順番に並べかえられる？
Ｃ：できるよ。

卵の中のメダカの成長の様子を調べ、成長
の順番に並べよう。

Ｃ：日陰に入ったらモーターカーは走らな
くなった。

Ｔ：どうしてかな？
Ｃ：日光が当たらないから。
Ｔ：じゃあ、日陰でも走らせる方法はある

かな？
Ｃ：うーん、光を当てればいいんじゃない。
Ｔ：どうやって？
Ｃ：懐中電灯で光を当てる。
Ｔ：なるほど。いい考えだね。もっと身近
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　教師の意図的な発問によって、「どうすれば
いいのだろう」という思考がはたらき、生活体
験や３年生のときの既習学習を生かした検証方
法が子どもたちの言葉で出てきた。調べたいこ
とが明確になってきた。

⑵　見通す活動、調べる活動の工夫
　子どもたちは、次のような学習課題を立てた。
●学習課題

　この学習課題のもと、予想を立て、実験方法
を考えることを進めていった。子どもたちとの
やりとりを示す。

　実験方法を考えるときも、教師側から一方的
に指示するのではなく、学習課題を解決してい
ける方法を教師と児童が一緒に考えていく。そ
のときも安全面の確認はしっかり行う。
実験１：鏡１枚で日光をはね返したときの電

流の強さを調べる。
実験２：鏡の枚数を増やして、日光を重ねた

ときの電流の強さを調べる。
実験３：懐中電灯の光を近づけたり、遠ざけ

な物で他にないかな？　今までの理科
の学習を思い出してごらん。

　Ｃ：あっ。鏡を使えばいいんだ。
　Ｔ：鏡をどう使うの？
　Ｃ：鏡で光を反射させて日陰に当てれば

いいと思う。

光電池に鏡で日光を当てて電気の働きを調
べよう。

Ｔ：電流は目で見えるかな？
Ｃ：見えない。
Ｔ：じゃあ、どうやって電気の働きを調べ

るの？
Ｃ：前使った検流計を使って調べたらいい

と思います。

Ｔ：なるほど。では、光電池に検流計を直
接つないで光を当てればいいんだね。

Ｃ：えー。光電池も電池だから直接つない
だらこわれると思います。

Ｔ：じゃあ、どうする？
Ｃ：間にモーターを入れて、回路を作って

調べたらいいと思います。　

光電池でモーターカーを走らせる子どもたち

光電池に鏡で反射させた日光を当てる

日光を重ねたときの電流の強さを調べる
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たりしたときの電流の強さを調べる。
実験４：日陰でソーラーカーを走らせてみよ

う。

２　理科サポートシステム
⑴　授業準備・予備実験
　学級担任においては、「学級担任をしている
と理科の実験準備をする時間がとれない」とい
う声をよく聞く。実験準備をする時間的な余裕
が十分でないので、理科専科で観察・実験等の
用具を準備するように心掛けている。また、放
課後は、理科専科と担任で予備実験を行いなが
ら授業の進め方や実験のポイントをアドバイス
するようにしている。

⑵　理科におけるＴＴ授業への取り組み
　４・５・６年生の理科授業では、単元によっ
ては担任とのＴＴ授業を取り入れて授業を行っ
た。高学年の理科授業を受けもつ機会がなく、
理科に対する苦手意識をもっていらっしゃる職
員が多い本校の実態から本年度新しく取り組み
を始めた。担任には、本時略案と発問計画を渡
し、学習問題づくりとまとめの段階をしていた
だいている。「高学年の理科を初めて教えた」
という教員もおり、私も驚きであったが、「理
科学習の進め方がわかってきた」「教室では目
立たない子が生き生きと実験をしていた」とい
う声を聞くと、ＴＴ授業の良い効果が表れてき
ていることがわかる。　

３　科学を楽しむクラブ活動
　本校では「科学クラブ」という名称になって
いる。クラブ活動で重視していることは、二つ
ある。
①　子どもたちが「なぜ」「どうなってるの」「お
もしろい」と感じることができるような科学
実験を通して、科学に対する興味・関心を高
めること。

②　異学年との交流を通じて、高学年は下級生
をリードしていくリーダー性や優しく接する

学級担任が導入と終末を行う

理科専科が実験方法の説明を行う

机間指導も二人ですると目が行き届く

子どもたちも実験に真剣に取り組む

４年生「電気のはたらき」Ｔ・Ｔ授業の様子
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思いやりの気持ちを育てること。下学年は、
感謝の心などを育てること。　

　科学クラブは、科学への関心を高めるよい機
会である。子どもたちとの相談で、活動内容を
工夫するので、子どもたちにとっても楽しいよ
うだ。物づくりでは完成したときの笑顔が最高
である。

４　自由研究への取り組み
　子どもが身の回りの事象に自ら疑問をもち、
疑問に思ったことを納得するまで追求する姿が、
「理科が好きな子ども」といえる。しかし、追
求する方法が身に付いていない小学生の場合、
どうすればよいのだろうか。その一つの対応が、
自由研究にあると考える。
　小学校学習指導要領解説理科編には、「観察、
実験において結果を表やグラフに整理し、予想
や仮説と関係付けながら考察を言語化し、表現
することを一層重視する必要がある」と記され
ている。
　理科の自由研究に取り組むことは、「実感を
伴った理解」を深めていく有効な一つの方法で
あると考えられる。また、次のようなことも期
待できる。
・子どもの興味・関心を最大限大切にできる。
・子どもが積極的に問題解決的な活動に取り
組むことができる。　

・適切な支援によって、個に応じた達成感を
味わうことができる。

夏休み自由研究相談日
　夏休み期間中に８日間自由研究相談日を設定
し、理科室を開放した。理科室で研究内容の相
談を受けたり、一緒に顕微鏡を使って微生物を
観察したり、実験をして結果をまとめたりする
活動を行った。期間中25人の子どもたちが相談
に来た。その中の５組は、親子で一緒に相談に
来られ、親子ともに熱心にメモをとりながら質
問をしたり、一緒に実験をしたりした。

角砂糖を溶かしてべっこうあめづくり

完成したべっこうあめ

氷で冷やしてシャーベットづくり

シャーベットの完成
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５　理科好きな子どもを育てる環境
⑴　みどりのカーテン
　鹿児島市で取り組むエコ活動の一環としての
みどりのカーテン（ニガウリ）づくりを本校で
も取り組んでいる。みどりのカーテンは、体育
館前に幅30メートル高さ10メートル程に育って
いる。栽培委員会の子どもたちが世話をしてい
る。カーテンの内側は緑色の日陰になり気温も
３～５℃下がり気持ちがよい。本校は、省エネ
に関心が高く節電節水にも努めている。地球に
優しい環境づくりについて考えるよい機会と
なっている。

兄妹で参加

親子で実験中

親子で顕微鏡を使って観察

研究記録のまとめ方をアドバイス
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⑵　ダンボールコンポスター（堆肥づくり）
　４年生は、総合的な学習の時間の活動として
ダンボール箱を使った堆肥づくりを行っている。
鹿児島大学の大前教授の指導を受け、取り組ん
でいる。給食室から野菜くずをもらい、はさみ
でザクザクと切ったら微生物の入った土に混ぜ
込む。数日たつと、微生物が生ゴミを分解して
堆肥に変化させている。子どもたちはその現象
に驚くとともに興味をもって楽しく活動を行っ
ている。秋には、自分たちで作った堆肥を使っ
て野菜づくりをする計画である。

⑶　栽培活動を充実させる環境
①　教材園の整備
　１・２年生は、夏野菜や冬野菜を教材園で栽
培する。２年生は、教材園で育てたさつまいも
を使って「いもパーティー」を生活科で実施し
ている。
　３年生は、植物の育ち方を比較するためにホ
ウセンカを一鉢に植え、それを教材園に植えた
ワタやピーマンの育ち方と比較している。
　４年生は、季節による植物の育ち方の様子を
ヘチマの成長の様子を中心にして調べている。
本年度は、ヘチマ棚を作りヘチマ園を新設した。
　５年生は、社会科や総合的な学習の時間と関
連付けてバケツで稲を育てている。
　６年生は、理科学習に必要なジャガイモ園を
新設した。

いも畑

ヘチマ園

バケツ稲

ジャガイモ園
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②　一人一鉢運動の推進
　全学年１年間に２種類の一鉢栽培をするよう
にしている。植物を植えて世話をすることを通
して、花が咲いたときの喜びや生命へのいたわ
りの気持ちを育てたいと考えている。

⑷　校内樹木マップ
　本校は、今年創立58周年を迎えた。敷地の周
りには樹木がたくさん植えてある。全部で146
本ある。創立当時から植えてある古木もあるが、
ほとんどの樹木にネームプレートがついていな
い。そこで、学校支援ボランティアの方々の中
から樹木に詳しい方を紹介していただき、校内
全ての樹木の名前を教えていただいた。それを
もとに校内樹木マップを作成した。夏休み期間
中に校長先生をはじめ職員でネームプレートに
ペンキで一つ一つ名前を書き全ての樹木に取り
付けた。146本の樹木全てにネームプレートが
付いたので、９月以降はこれを活用して子ども
たちに遊びながら樹木に触れ合える活動を取り
入れていこうと考えている。

⑸　理科室水族館
　本年度から理科室は水槽が七つになった。水
槽にはそれぞれに、いろいろな生き物がいる。
メダカ、ヒメダカ、金魚、コイ、フナ、ヒドジョ
ウ、熱帯魚（グッピー、ネオンテトラ、プラ
ティー）で、その中でも金魚とコイとフナは、
卵から育てて３年目になる。また、ミジンコも
飼育している。高学年の子どもたちだけでなく、

ミジンコは、ダフニアミジンコ、カイミジンコ、
ケンミジンコの３種類を飼育中
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●最優秀賞

低学年の子どもたちも休み時間や昼休みに見に
来る。ミジンコの動き方を興味深く見ている子
もいて、とても微笑ましい。

⑹　理科だより
　毎週発行している理科だより（ガリレオタイ
ム）は、子どもとともに保護者への啓発も目的
にしている。主な内容は、今週の理科授業の様
子や楽しいエピソード、来週の学習予定、ちょっ
ぴり理科話などである。また、自然現象が予報
されたときや科学的な話題の広報としての役目
もある。「この前は、うちの子が理科だよりに
紹介されていて励みになりました」と語る保護

者もおり、保護者の関心も高まってきた。今後
も、授業の様子を家庭に知らせたり、親子で楽
しめる理科的な活動を紹介したりしながら、科
学のおもしろさを伝えたいと考えている。

⑺　壁面掲示
　理科室の壁には、授業の様子や実験結果、観
察記録を写真付きで掲示してある。授業に来た
子どもたちがよく見ている。それとは別に理科
室前の廊下の掲示板には、子どもたちが書いた
理科新聞を掲示してある。一つの単元学習が終
わるたびに書かせているのだが、学習の振り返
りができ学力定着にも効果がある。廊下を通り
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●最優秀賞

がかった子どもたちが立ち止まって見ている姿
を見かける。

⑻　廊下の展示物
　理科室前の廊下には、貝殻・岩石・化石の実
物標本を展示してある。全て私の私物であるの
で自由にさわらせている。実物に触れてさわっ
て持ち上げて重さや手ざわりを感じてほしいと
いうねらいがある。低学年の子どもたちもさわ
りに来ている。これらの展示物は、日常的に身
近にあることが大切であり、無意識のうちに子
どもたちが理科に関心をもつきっかけになると
信じている。

Ⅵ　研究の成果と課題

１　研究の成果
　子どもの興味・関心を大切にした授業を行い、
観察や実験を工夫することで「理科嫌い」を「理
科っておもしろい」に意識変革できるように力
を入れてきた。その結果、理科の授業において
は、自ら問題を発見し、友達と協力して実験を
行い、自らの力で結論を導くことができる子ど
もが増えてきている。６年生（85人）に４月と
同じ意識調査（平成26年３月実施）を行ったと
ころ、次ページのような結果が出た。
　理科が「とても好き・好き」が80％を超えて
いる。このことからも「理科が好きな子ども」
へ向かって本校が前進していることが感じられ
る。理科室に水槽を増やし、いろいろな生き物
を飼育することにより、たくさんの子どもたち
が理科室に来るようになった。水槽の魚をじっ
と長い時間見つめている子どももいる。私が心
がけたのは、昼休み（45分間の休憩時間）に理
科室にいて、子どもたちの話し相手になること
である。自由に雑談をするだけだが、ときには
自由研究のいいアイデアが出されることもある。
校内でつかまえた昆虫を持ってきて「これ何と
いう虫ですか」と聞いてくる低学年の子どもも
いる。そんなときは、まず見つけたことを大げ
さにほめる。「すごいね。どこで見つけたの」、

岩石・化石コーナー

貝コーナー

桜島の溶岩と桜島の模型

廊下の水槽　ヤゴがトンボに羽化した
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そして、すぐに名前を教えるのではなく一緒に
図鑑で調べる。図鑑の使い方も自然に身に付い
てくる。そんな活動を私自身も子どもたちと一
緒に楽しみながらやっている。
　また、樹木や草花、観察池やみどりのカーテ
ン、砂場等の環境の中で子どもたちは楽しく活
動し、知らず知らずのうちに豊かな情操を育み、
自然の事象にも関心を示すようになっている。
理科新聞の感想の欄に、下記のような感想が書
かれていた。
　これらの感想から自分たちで疑問に思ったこ
とを探求していくことで、学習がより一層深
まっていくことを子どもたちが感じ取っている
ことがわかる。

２　今後の課題
　今後は、子どもがわかったことを自分の言葉
でまとめ、他者にわかりやすく説明することが
できるように「吟味する・まとめる」活動を充
実させたい。そのためにも実験・観察の結果か
らわかったことをまずは自分でまとめ、その後
グループで練り上げることによって考えを整理
していけるように、グループでの話し合い活動
話型表を作成した。
　今後、子どもの考察する力がどのように変容
するのかをノートを分析しながら評価していき
たいと考えている。


